
(57)【要約】

　　【課題】　プラズマ表示パネル、有機発光ダイオー

ド等の「自発光」デバイスで、発せられる光のスペクト

ル成分や輝度の経時変化、画素要素間のばらつきを減じ

る。

　　【解決手段】　複数の自発光画素要素（１０２～１

０６）、（１０８～１１２）、（１１４～１１８）の間

に、これらの画素要素が発する光を計測する複数の光セ

ンサ（１２２、１２４、１２８）が配設される。制御手

段２００は、自発光画素要素を発光させた状態で光セン

サが計測した結果を１以上のスペクトル基準と比較し、

比較の結果に応じて駆動信号基準値を設定し、この駆動

信号基準値に基づいて動的画素要素駆動信号を生成して

自発光画素要素のスペクトルや輝度を調節する。

　　【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 と 、
　 前 記 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 の 間 に 配 設 さ れ 、 前 記 画 素 要 素 が 発 す る 光 を 計 測 す る 複 数 の
光 セ ン サ と 、
　 前 記 光 セ ン サ 及 び 前 記 画 素 要 素 に 結 合 さ れ 、 計 測 し た 結 果 を １ 以 上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と
比 較 し 、 前 記 比 較 の 結 果 に 応 じ て 駆 動 信 号 基 準 値 を 設 定 し 、 前 記 基 準 値 に 基 づ き 動 的 画 素
要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る 制 御 系 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス プ レ イ を 構 成 す る 画 素 要 素 自 体 が 発 光 す る 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム や 携 帯 電 子 機 器 や 看 板 や テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 等 の 分 野 で 用
い ら れ る 一 般 的 な タ イ プ の デ ィ ス プ レ イ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ； ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　
ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 「 透 過 型 」 デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 す な わ ち 、 そ れ ら の 画 素 要 素 は 色 を 生 成 又
は 濾 波 す る が 、 そ れ ら の 色 の 照 明 に バ ッ ク ラ イ ト を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル （ Ｐ Ｄ Ｐ ； ｐ ｌ ａ ｓ ｍ ａ 　 ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ 　 ｐ ａ ｎ ｅ ｌ ） と 有 機 発
光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ； ｏ ｒ ｇ ａ ｎ ｉ ｃ 　 ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 　 ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｄ ｉ ｏ ｄ ｅ
） デ ィ ス プ レ イ は 、 そ れ ら が 「 自 発 光 」 で あ る 点 で Ｌ Ｃ Ｄ と は 異 な る 。 す な わ ち 、 そ れ ら
の 画 素 要 素 は 色 を 発 生 す る だ け で な く 、 そ れ ら の 色 の 照 明 も す る 。 Ｐ Ｄ Ｐ や Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ や 他
の 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ 技 術 は 、 バ ッ ク ラ イ ト の 撤 廃 が 時 と し て こ れ ら の デ ィ ス プ レ イ を よ
り 薄 型 に か つ 低 コ ス ト で 製 造 で き る よ う に す る 点 に 関 心 を も た れ て い る 。 自 発 光 デ ィ ス プ
レ イ は ま た 、 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ よ り も 広 い 視 野 角 を も た ら す 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ は 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 と 複 数 の 光 セ ン サ と 制 御
系 を 備 え る 。 光 セ ン サ は 、 画 素 要 素 が 発 す る 光 を 計 測 す る よ う 、 画 素 要 素 の 間 に 配 設 し て
あ る 。 制 御 系 は 光 セ ン サ に 結 合 し て あ り 、 画 素 要 素 は 、
１ ） 計 測 の 結 果 を １ 以 上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と 比 較 し 、
２ ） こ の 比 較 に 応 じ て 駆 動 信 号 基 準 値 を 設 定 し 、
３ ） こ の 基 準 値 に 基 づ い て 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分 較 正 方 法 は 、 複 数 の 自 発 光 画
素 要 素 の 少 な く と も 一 部 に 光 を 生 成 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の 光 を そ こ で 計 測 し 、 １ 以
上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と 比 較 す る 。 こ れ ら の 比 較 に 応 じ 、 駆 動 信 号 基 準 値 を 設 定 す る 。 そ こ
で 、 基 準 値 に 基 づ き 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 実 施 形 態 も 、 開 示 し て あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 例 示 的 か つ 現 在 の 好 適 な 実 施 形 態 が 、 図 面 中 に 図 示 し て あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ （ 例 え ば 、 Ｌ Ｃ Ｄ ） と 異 な り 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 （ 例
え ば 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ や Ｐ Ｄ Ｐ ） は 色 と 照 明 の 両 方 を 生 成 す る こ と が で き る 。 し ば
し ば 、 複 数 （ 又 は 一 群 ） の 画 素 要 素 を 単 一 画 素 （ す な わ ち 、 表 示 画 像 内 の 一 点 ） の 色 を 規
定 す る の に 用 い る こ と に な る 。 一 般 に 、 一 群 の 画 素 要 素 は 赤 、 緑 、 青 （ Ｒ Ｇ Ｂ ） の 画 素 要
素 の 形 を と る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 製 造 期 間 中 又 は 試 験 期 間 中 に 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 を 較 正 し 、 同 一 の 色 情 報
で も っ て プ ロ グ ラ ム し た と き に 、 同 様 の 色 の 画 素 要 素 が 同 一 の 色 及 び 色 輝 度 を 生 成 す る よ
う 較 正 す る こ と が で き る 。 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 の 組 み 合 わ せ か ら な る 場 合 、 こ の 組 み 合 わ せ が
生 成 す る 色 は 、 組 み 合 わ せ 中 の 個 々 の 画 素 要 素 が 生 成 す る 輝 度 比 を 変 化 さ せ る こ と で 変 え
る こ と が で き 、 こ の 組 み 合 わ せ が 生 成 す る 色 の 輝 度 は 、 組 み 合 わ せ 内 の 全 画 素 要 素 の 輝 度
を 増 減 す る こ と で 変 え る こ と が で き る 。 画 素 要 素 の 輝 度 は 、 画 素 要 素 の １ 以 上 の 駆 動 信 号
を 変 化 さ せ る こ と で 調 整 さ れ る 。 一 般 に 、 こ れ ら の 駆 動 信 号 は 各 画 素 要 素 又 は 画 素 要 素 群
に 印 加 す る 電 流 又 は 電 圧 の 形 を と る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 経 年 変 化 や 環 境 条 件 （ 例 え ば 、 温 度 ） や 製 造 公 差 （ ば ら つ き ） の 結 果 と し て 、 自 発 光 デ
ィ ス プ レ イ 内 の 画 素 要 素 の 一 又 は 複 数 の 色 及 び 輝 度 が 変 動 （ ド リ フ ト ） す る こ と が あ る 。
こ れ ら の 変 動 を 補 償 す る 手 段 を 備 え な け れ ば 、 ユ ー ザ は デ ィ ス プ レ イ の 画 像 に 不 満 を も つ
か も 知 れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ と 図 ２ は 、 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 （ す な わ ち 、 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ ） を 備 え る
自 発 光 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ を 示 す 。 一 例 を 挙 げ れ ば 、 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ は Ｒ 、 Ｇ 、
Ｂ の 群 に ま と め ら れ た 、 赤 色 （ Ｒ ） 画 素 要 素 と 緑 色 （ Ｇ ） 画 素 要 素 と 青 色 （ Ｂ ） 画 素 要 素
で 構 成 し て 図 示 し て あ る 。 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 通 常 動 作 期 間 中 、 Ｒ Ｇ Ｂ 群 の 画 素 要 素 １
０ ２ ～ １ ０ ６ は 互 い に 混 成 し て 単 一 画 素 （ 表 示 画 像 内 の 単 一 点 ） の 色 を 生 成 す る 様 々 な 輝
度 の 光 を 生 成 す る よ う プ ロ グ ラ ム さ れ る 。 代 替 実 施 形 態 で は 、 一 画 素 の 色 は よ り 多 数 又 は
少 数 の 画 素 要 素 に よ り 生 成 さ れ よ う 。 例 え ば 、 単 色 表 示 で は 、 単 一 画 素 要 素 が 単 一 画 素 の
色 を 指 定 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ と 図 ２ に 示 し た 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の 数 は 代 表 的 例 に 過 ぎ ず 、 実 際 の デ ィ ス プ
レ イ １ ０ ０ は 多 分 数 千 或 い は 数 百 万 の 画 素 要 素 で 構 成 さ れ 得 る 。 ま た 、 図 １ と 図 ２ に 示 し
た 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の 構 成 及 び 配 向 は 代 表 的 例 に 過 ぎ ず 、 実 際 の 画 素 要 素 は そ れ ら
が 一 部 を 形 成 す る 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ （ 例 え ば 、 Ｐ Ｄ Ｐ や Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 種 類 に 応 じ て 様 々
に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ は 、 検 出 手 段 １ ２ ０ ， １ ２ ２ ， １ ２ ４ ， １ ２ ６ ， １ ２ ８ と 制 御 手 段
２ ０ ０ を さ ら に 備 え る 。 検 出 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２ ８ は 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ が 発 す る 光 の
計 測 用 に 配 設 さ れ 、 一 方 で 制 御 手 段 ２ ０ ０ は
１ ） １ 以 上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と の 測 光 値 の 比 較 と 、
２ ） そ の 比 較 に 応 答 し た 駆 動 信 号 基 準 値 の 設 定 と 、
３ ） こ の 基 準 値 に 基 づ く 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 の 生 成 用 に 配 設 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 例 を 挙 げ る に 、 検 出 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２ ８ は 光 強 度 を 計 測 す る フ ォ ト ダ イ オ ー ド 等 の 複
数 の 光 セ ン サ で 構 成 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も 一 部 の 光 セ ン サ １ ２
０ ～ １ ２ ８ を 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ 間 に 点 在 さ せ 、 １ 以 上 の 画 素 要 素 が 出 力 す る 光 を 計
測 す る 。 例 え ば 、 図 １ は ４ 個 の Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 群 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ ， １ ３ ６ 間 に 配
置 し た 一 部 フ ォ ト セ ン サ （ 例 え ば 、 フ ォ ト セ ン サ １ ２ ２ ） を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 が 生 成 す る 光 を 計 測 す る 一 つ の 方 法 は 、 赤 色 画 素 要 素 １ ０ ２
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， １ ０ ８ ， １ １ ４ の み を 駆 動 し 、 そ こ か ら 出 力 さ れ た 光 を 検 出 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２ ８ に 計 測
さ せ る も の で あ る 。 光 セ ン サ を 各 画 素 要 素 （ 或 い は Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 群 ） ご と に 配 設 し た 場
合 、 光 セ ン サ が 計 測 す る 光 は 対 応 す る 赤 色 画 素 要 素 用 の 駆 動 信 号 基 準 値 の 設 定 に 用 い る こ
と が で き る 。 他 方 で 、 図 １ に 示 す 如 く 光 セ ン サ １ ２ ２ を 画 素 要 素 群 １ ３ ０ ～ １ ３ ６ の い ず
れ に も 隣 接 す る よ う に 配 置 し た 場 合 、 そ の 測 光 値 は 、 光 セ ン サ １ ２ ２ で 検 出 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 各 々 の 赤 色 画 素 要 素 に 関 す る 一 （ 又 は 複 数 ） の 駆 動 信 号 基 準 値 の 設 定 に 用 い
る こ と が で き る 。 あ る い は 、 １ つ の 赤 色 画 素 要 素 か ら 影 響 を 受 け る 多 数 の 光 セ ン サ の 測 光
値 を 組 み 合 わ せ る こ と も で き る 。 こ う し て 、 複 数 の 光 セ ン サ の 測 光 値 を 用 い 単 一 赤 色 画 素
要 素 の 光 出 力 を 推 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 赤 色 画 素 要 素 １ ０ ２ ， １ ０ ８ ， １ １ ４ （ 或 い は 他 の 任 意 の 色 を 有 す る 画 素 要 素 ） が 生 成
す る 光 を 計 測 し た 後 、 他 色 の 画 素 要 素 （ 緑 色 １ ０ ４ ， １ １ ０ ， １ １ ６ や 青 色 １ ０ ６ ， １ １
２ ， １ １ ８ ） を 同 様 の 方 法 で 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 し た Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 １ ３ ０ ～ １ ３ ６ が 生 成 す る 光 を 計 測 す る 別 の 方 法 は 、 各 光
セ ン サ １ ２ ０ ～ １ ２ ８ を ２ 以 上 の 光 セ ン サ で 置 換 す る も の で あ り 、 各 光 セ ン サ は 所 定 色 （
或 い は 色 範 囲 ） の 光 だ け を 計 測 さ せ る よ う に す る フ ィ ル タ を 備 え る 。 こ う し て 、 全 て の 画
素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ を 同 時 に 駆 動 し 、 全 て の 測 光 値 を 同 時 に 採 取 す る こ と が 可 能 で あ る
。 個 々 の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ に 対 し 最 大 の 制 御 を も た ら す （ 最 も き め 細 か く 制 御 可 能
と す る ） に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 群 １ ３ ０ ～ １ ３ ６ の そ れ ぞ れ ご と に 一 群 の フ ィ ル タ 付 き 光
セ ン サ を 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 さ も な く ば 、 経 費 節 減 の た
め 、 図 １ に 示 す も の よ り も 低 頻 度 で （ 配 設 ピ ッ チ を 粗 く し て ） 光 セ ン サ を 実 装 す る こ と も
で き る 。 し か し な が ら 、 光 セ ン サ の 数 を 少 な く す れ ば す る ほ ど 、 そ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １
１ ８ の 個 々 が 生 成 す る 光 に 対 す る 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 制 御 は 低 下 す る （ き め 細 か
い 制 御 が 困 難 と な る ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 一 実 施 形 態 で は 、 測 光 は フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ２ ０ ～ １ ２ ８ を 介 し
て な さ れ 、 そ の 電 流 は 電 圧 に 変 換 さ れ 、 続 い て デ ィ ジ タ ル 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 制 御 手 段 ２ ０ ０ （ 図 ２ ） は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 フ ァ ー ム ウ ェ ア 及 び ／ 又 は ソ フ ト ウ ェ ア ベ
ー ス の 制 御 系 と す る こ と が で き る 。 制 御 系 ２ ０ ０ の 一 実 施 形 態 で は 、 赤 色 光 や 緑 色 光 や 青
色 光 等 の 幾 つ か の 光 色 （ す な わ ち 波 長 ） の そ れ ぞ れ に つ い て ス ペ ク ト ル 基 準 を 維 持 す る 。
異 な る 各 色 の 光 の 計 測 結 果 は 、 対 応 す る ス ペ ク ト ル 基 準 と 比 較 さ れ る 。 一 例 を 挙 げ れ ば 、
各 ス ペ ク ト ル 基 準 は デ ィ ジ タ ル 値 の 形 態 を 取 る こ と が で き る 。 こ れ ら の デ ィ ジ タ ル 値 は 、
ハ ー ド ウ ェ ア 結 線 し た り 、 メ モ リ に 焼 き 付 け た り 、 ソ フ ト ウ ェ ア や フ ァ ー ム ウ ェ ア に て プ
ロ グ ラ ム し た り す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ス ペ ク ト ル 基 準 は （ 例 え ば 、 ユ ー ザ
が デ ィ ス プ レ イ 用 に 色 温 度 を 設 定 す る こ と で ） ユ ー ザ に よ る デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ へ の 入 力
或 い は そ の デ ィ ス プ レ イ に 接 続 し た コ ン ピ ュ ー タ へ の 入 力 に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 そ
の 対 応 す る ス ペ ク ト ル 基 準 に 対 す る 測 光 値 の 比 較 に よ り 、 １ 以 上 の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １
８ が 生 成 す る ス ペ ク ト ル 成 分 が 所 定 範 囲 内 に あ る か ど う か の 指 示 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 御 手 段 ２ ０ ０ は 、 デ ィ ス プ レ イ 内 の １ 以 上 （ 好 ま し く は 全 て ） の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １
１ ８ に 関 す る 駆 動 信 号 基 準 値 を 記 憶 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 駆 動 信 号 基 準 値 が 、 動 的
（ ダ イ ナ ミ ッ ク ） 画 素 要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る 際 の 基 準 （ ベ ー ス ラ イ ン ） と な る 。 換 言 す
れ ば 、 駆 動 信 号 基 準 値 は 複 数 の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ ０ ６ に 所 定 の ス ペ ク ト ル 成 分 を 生 成 さ
せ る 駆 動 信 号 を 示 す 。 し か し な が ら 、 大 半 の デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ が 本 来 動 的 （ す な わ ち 、
そ れ ら の 表 示 さ れ た 文 字 や 画 像 が 時 間 と 共 に 変 化 す る ） で あ る こ と を 考 慮 す る と 、 そ れ ら
の 画 素 要 素 は 必 ず や 可 変 ス ペ ク ト ル 成 分 を 生 成 す る 必 要 が あ ろ う 。 こ の 可 変 ス ペ ク ト ル 成
分 は 、 駆 動 信 号 基 準 値 に 応 答 し て 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る こ と に よ り 生 成 さ れ る
。 こ う し て 、 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の ス ペ ク ト ル 成 分 は 、 デ ィ ス プ レ イ
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の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の 計 測 さ れ た ス ペ ク ト ル 成 分 か ら 少 な く と も 部 分 的 に 導 出 さ れ
る 基 準 （ ベ ー ス ラ イ ン ） に 関 連 付 け ら れ る （ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の ス
ペ ク ト ル 成 分 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の 計 測 さ れ た ス ペ ク ト ル 成 分 が
少 な く と も 部 分 的 に 反 映 さ れ る ） 。 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分 の 計 測 結 果 が 、 デ ィ ス
プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分 は 範 囲 外 で あ る こ と を 示 す と き は 、 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成
分 を 所 定 範 囲 内 に 収 め る べ く 、 駆 動 信 号 基 準 値 を 新 し い 値 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 制 御 手 段 ２ ０ ０ が デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の そ れ ぞ れ に 対 し 異 な る 駆 動
信 号 基 準 値 を 設 定 す る と き に （ 設 定 す る こ と に よ っ て ） 、 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分
に 対 す る 大 半 の 制 御 が 得 ら れ る 。 し か し な が ら 、 画 素 要 素 の ス ペ ク ト ル 成 分 を 所 定 範 囲 内
に 持 ち 込 む た め の 駆 動 信 号 を 生 成 す る こ と が 不 可 能 で あ る よ う な 程 度 に ま で 画 素 要 素 の ス
ペ ク ト ル 成 分 が 劣 化 す る と き も 存 在 し よ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド 期 間 中 に 、 制 御 手 段 ２
０ ０ は 検 出 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２ ８ か ら 測 光 値 を 取 得 し 、 測 光 値 の 比 較 と 基 準 値 設 定 を 実 行 す
る 。 そ し て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 通 常 動 作 期 間 中 に 動 的 駆 動 信 号 を 生 成 す る こ と が で き
る 。 デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド は 、 様 々 な 方 法 で ト リ ガ （ 起 動 ） す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ に は 、 操 作 さ れ た 時 に デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 通 常 動 作 に 先 立 っ て デ
ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド を 起 動 す る 電 源 ス イ ッ チ を 具 備 さ せ る こ と が で き る 。 さ も な く ば （
或 い は 追 加 的 に ） 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム へ 接 続 す る Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト
を デ ィ ス プ レ イ に 備 え 、 デ ィ ス プ レ イ の Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト を 介 し て 所 定 の コ マ ン ド を 受 信 し た
と き に デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド を 起 動 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ０ の 通 常 の 動 作 期 間 中 に 測 光 値 を 採 取 す る こ と が
で き 、 そ し て 基 準 値 を 設 定 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素
１ ０ ２ ～ １ １ ８ の 一 部 又 は 全 て が デ ィ ス プ レ イ の 制 御 手 段 ２ ０ ０ に よ る 評 価 用 に 計 測 す る
こ と の で き る 所 定 の ス ペ ク ト ル 成 分 を 周 期 的 或 い は 一 時 的 に 表 示 す る こ と が で き る 。 し か
し な が ら 、 実 行 可 能 で は あ る も の の 、 こ の 種 の 実 施 形 態 は 時 と し て 画 面 の フ リ ッ カ を 招 こ
う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ と 図 ２ に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ と 検 出 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２
８ は 共 通 の 基 板 １ ３ ８ 上 に 取 り 付 け て 図 示 し て あ る 。 し か し な が ら 、 そ れ ら は 必 ず し も そ
う す る 必 要 は な い 。 一 実 施 形 態 で は 、 基 板 １ ３ ８ は デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １
８ と 検 出 手 段 （ 例 え ば 、 光 セ ン サ １ ２ ０ ～ １ ２ ８ ） と 制 御 手 段 ２ ０ ０ と の 間 の 相 互 接 続 を
も た ら す の に 用 い ら れ る 。 ま た 、 制 御 手 段 ２ ０ ０ は 必 ず し も 集 中 制 御 系 （ 例 え ば 、 独 立 し
た １ 又 は 複 数 の 集 積 回 路 ） と す る 必 要 は な く 、 制 御 手 段 ２ ０ ０ の 要 素 を 例 え ば 画 素 要 素 １
０ ２ ～ １ １ ８ 間 に 配 設 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 １ ０ ２ ～ １ １ ８ の ス ペ ク ト ル 成 分 を 較 正 す る 「 当 該 分 野 」 で の
使 用 に 加 え 、 本 願 明 細 書 に 開 示 し た 検 出 及 び 制 御 手 段 １ ２ ０ ～ １ ２ ８ ， ２ ０ ０ は 初 期 表 示
較 正 期 間 中 （ 例 え ば 、 製 造 及 び 試 験 期 間 中 ） に も 使 用 で き る 点 に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分 を 較 正 す る 例 示 方 法 ３ ０ ０ を 示 す 。 一 例
を 挙 げ る に 、 本 方 法 ３ ０ ０ は 図 １ と 図 ２ に 示 す 装 置 １ ０ ０ に よ り 実 行 す る こ と も で き る 。
本 方 法 ３ ０ ０ に よ れ ば 、 複 数 の 自 発 光 素 子 の う ち の 少 な く と も 一 部 を 発 光 （ ３ ０ ２ ） さ せ
る 。 そ れ ら の 光 を そ こ で 計 測 （ ３ ０ ４ ） し 、 １ 以 上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と 比 較 （ ３ ０ ６ ） す
る 。 そ の 後 、 こ の 比 較 に 応 答 し て 駆 動 信 号 基 準 値 を 設 定 （ ３ ０ ８ ） し 、 基 準 値 に 基 づ い て
動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 を 生 成 （ ３ １ ０ ） す る 。 好 ま し く は 、 本 方 法 の 措 置 は 自 動 的 に 遂 行
さ れ 、 か く し て そ れ 自 体 を 較 正 す る の に デ ィ ス プ レ イ へ は ユ ー ザ 入 力 は 一 切 必 要 な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 本 方 法 ３ ０ ０ の 一 実 施 形 態 で は 、 こ の デ ィ ス プ レ イ の 画 素 要 素 は ２ 色 以 上 の 画 素 要 素 か
ら 構 成 し て あ り 、 画 素 要 素 は 色 群 （ 複 数 の 色 の 集 合 ） と し て 発 光 す る よ う に 構 成 さ れ 、 測
光 は そ れ ぞ れ の 色 群 に 対 し て 行 わ れ る 。 一 例 を 挙 げ る に 、 デ ィ ス プ レ イ に 取 り 付 け た コ ン
ピ ュ ー タ の 起 動 時 或 い は デ ィ ス プ レ イ の 電 源 投 入 時 に 、 画 素 要 素 は 色 群 と し て 光 を 生 成 す
る よ う に 構 成 さ れ る 。 画 素 要 素 は ま た 、 デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド 期 間 中 に 色 群 と し て 発 光
す る よ う に 構 成 さ れ 、 次 い で デ ィ ス プ レ イ の 通 常 の 動 作 期 間 中 に 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 が
生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 例 示 的 か つ 現 在 好 適 な 実 施 形 態 を こ こ に 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 本 発 明 概 念 を
別 途 様 々 に 実 施 し 採 用 し た り 、 添 付 特 許 請 求 の 範 囲 が 先 行 技 術 に よ る 限 定 を 除 き こ の 種 変
形 例 を 包 含 す る と 解 釈 さ れ る こ と を 意 図 す る も の で あ る こ と は 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 例 と し て 次 の 態 様 を 含 む 。 （ 　 ） 内 の 数 字 は 添 付 図 面 の 参 照 符 号 に 対 応
す る 。
［ １ ］ 　 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 （ １ ０ ２ ～ １ １ ８ ） と 、
　 前 記 複 数 の 自 発 光 画 素 要 素 の 間 に 配 設 さ れ 、 前 記 画 素 要 素 が 発 す る 光 を 計 測 す る 複 数 の
光 セ ン サ （ １ ２ ０ ～ １ ２ ８ ） と 、
　 前 記 光 セ ン サ 及 び 前 記 画 素 要 素 に 結 合 さ れ 、 計 測 し た 結 果 を １ 以 上 の ス ペ ク ト ル 基 準 と
比 較 し 、 前 記 比 較 の 結 果 に 応 じ て 駆 動 信 号 基 準 値 を 設 定 し 、 前 記 基 準 値 に 基 づ き 動 的 画 素
要 素 駆 動 信 号 を 生 成 す る 制 御 系 （ ２ ０ ０ ） と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ２ ］ 　 前 記 自 発 光 画 素 要 素 （ １ ０ ２ ～ １ ０ ８ ） は 、 プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル 画 素 要 素 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ １ ]に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ３ ］ 　 前 記 自 発 光 画 素 要 素 （ １ ０ ２ ～ １ １ ８ ） は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 画 素 要 素 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ １ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ４ ］ 　 前 記 光 セ ン サ （ １ ２ ０ ～ １ ２ ８ ） の 少 な く と も 一 部 は 、 一 群 の 画 素 要 素 （ １ ０ ２
～ １ １ ８ ） か ら の 光 を 計 測 す る よ う 位 置 決 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ １ ］ に 記 載
の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ５ ］ 　 前 記 一 群 の 画 素 要 素 （ １ ０ ２ ～ １ １ ８ ） は 、 対 応 す る 赤 、 緑 、 青 の 画 素 要 素 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ ４ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ６ ］ 　 前 記 一 群 の 画 素 要 素 （ １ ０ ２ ～ １ １ ８ ） は 、 複 数 の 類 似 色 画 素 要 素 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ ４ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ７ ］ 　 異 な る 光 セ ン サ （ １ ２ ０ ～ １ ２ ８ ） が 異 な る 色 の 光 を 計 測 す る よ う に 構 成 さ れ 、
前 記 制 御 系 （ ２ ０ ０ ） が 異 な る 色 の 光 を 異 な る ス ペ ク ト ル 基 準 と 比 較 す る よ う に 構 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ １ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ ８ ］ 　 ｉ ） 前 記 制 御 系 （ ２ ０ ０ ） は 前 記 光 セ ン サ か ら 前 記 光 の 計 測 結 果 を 取 得 し 、 前 記
自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド 期 間 中 に 前 記 比 較 及 び 前 記 基 準 値 の 設 定 の
動 作 を 実 行 し 、
　 ｉ ｉ ） 前 記 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 通 常 動 作 期 間 中 に 前 記 動 的 画 素 要 素 駆 動 信 号 の 生 成 を
実 行 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［ １ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０
） 。
［ ９ ］ 　 操 作 し た 時 に 前 記 デ ィ ス プ レ イ の 通 常 動 作 に 先 立 っ て 前 記 デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー
ド を 起 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 電 源 ス イ ッ チ を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 上 記 ［
８ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
［ １ ０ ］ 　 前 記 デ ィ ス プ レ イ を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム へ 接 続 す る た め の Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト を さ
ら に 備 え 、 予 め 定 め ら れ た コ マ ン ド を 前 記 デ ィ ス プ レ イ の Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト を 介 し て 受 信 す る
こ と に よ り 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ 設 定 モ ー ド を 起 動 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 上 記 ［ ８ ］ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ （ １ ０ ０ ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 図 １ 】 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ 内 の 画 素 要 素 と 検 出 手 段 と ス ペ ク ト ル 成 分 制 御 用 制 御 手 段 を
示 す 例 示 的 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ の ス ペ ク ト ル 成 分 を 較 正 す る 例 示 的 な 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ ０ 　 自 発 光 デ ィ ス プ レ イ
　 １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０ ６ ， １ ０ ８ ， １ １ ０ ， １ １ ２ ， １ １ ４ ， １ １ ６ ， １ １ ８ 　 画 素 要
素
　 １ ２ ０ ， １ ２ ２ ， １ ２ ４ ， １ ２ ６ ， １ ２ ８ 　 フ ォ ト セ ン サ （ 検 出 手 段 ）
　 １ ３ ０ ， １ ３ ２ ， １ ３ ４ ， １ ３ ６ 　 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 要 素 群
　 １ ３ ８ 　 基 板
　 ２ ０ ０ 　 制 御 系 （ 制 御 手 段 ）
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【 図 ３ 】

(8) JP 2006-3904 A 2006.1.5



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｊ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｈ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ          　　　　　

(74)代理人  100120260
            弁理士　飯田　雅昭
(72)発明者  下西　純雄
            東京都八王子市高倉町９番１号　アジレント・テクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 5C080 AA05  AA06  BB05  CC03  DD05  DD15  DD29  EE30  FF07  HH01 
　　　　 　　        HH09  JJ02  JJ06  JJ07 
　　　　 　　  5C094 AA08  BA27  BA31  CA19  DA20 
　　　　 　　  5C580 CA06  EA01  FA03  FA09 
　　　　 　　  5G435 AA04  BB05  BB06  CC09  EE49 

(9) JP 2006-3904 A 2006.1.5



专利名称(译) 自发光显示中的光谱分量控制

公开(公告)号 JP2006003904A 公开(公告)日 2006-01-05

申请号 JP2005177626 申请日 2005-06-17

[标]申请(专利权)人(译) 安捷伦科技有限公司

申请(专利权)人(译) 安捷伦科技公司

[标]发明人 下西純雄

发明人 下西 純雄

IPC分类号 G09G3/28 G09F9/00 G09F9/30 G09G3/20 G09G3/30 G09G3/22 G09G5/02 H01L27/32

CPC分类号 G09G5/02 G09G3/22 G09G5/06 G09G2320/043 G09G2320/0693 G09G2360/147 H01L27/3211 
H01L27/3269

FI分类号 G09G3/28.K G09F9/00.366.G G09F9/30.349.Z G09G3/20.642.A G09G3/20.642.P G09G3/20.670.J 
G09G3/20.680.H G09G3/30.K G09G3/3208

F-TERM分类号 5C080/AA05 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD05 5C080/DD15 5C080/DD29 5C080
/EE30 5C080/FF07 5C080/HH01 5C080/HH09 5C080/JJ02 5C080/JJ06 5C080/JJ07 5C094/AA08 
5C094/BA27 5C094/BA31 5C094/CA19 5C094/DA20 5C580/CA06 5C580/EA01 5C580/FA03 5C580
/FA09 5G435/AA04 5G435/BB05 5G435/BB06 5G435/CC09 5G435/EE49 5C380/AA01 5C380/AB31 
5C380/AB34 5C380/AC07 5C380/AC08 5C380/AC12 5C380/AC16 5C380/BA48 5C380/BB04 5C380
/BD04 5C380/CE16 5C380/CF49 5C380/CF68 5C380/DA01 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/DA39 
5C380/DA57 5C380/FA05 5C380/FA18 5C380/GA17

代理人(译) 上野秀雄

优先权 10/871969 2004-06-18 US

其他公开文献 JP2006003904A5

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在诸如等离子体显示面板和有机发光二极管之类的“自发
光”设备中，减少光谱分量和发射光的亮度随时间的变化以及像素元素之
间的变化。 在多个自发光像素元件（102-106），（108-112），（114-
118）之间，用于测量由这些像素元件发射的光的多个光电传感器
（122、124、124）。 128）。 控制装置200在使自发光像素元件发光
的状态下比较具有一个或多个光谱基准的光传感器的测量结果，根据比
较结果设定驱动信号基准值，并设定驱动信号基准值。 基于以上所述产
生动态像素元件驱动信号，以调节自发光像素元件的光谱和亮度。 [选择
图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/242d7d62-2a62-43de-aab8-23288068e28d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035706877/publication/JP2006003904A?q=JP2006003904A

